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サイト間接続の設定と展開
オンプレミスサイトをクラウドサイトに接続する場合は、Cisco Cloud Network Controllerの構
成と展開を開始する前に、マルチサイトとオンプレミスのCisco ACIを構成して展開する必要
があります。それぞれの実際の設定は、要件と設定によって異なります。また、オンプレミス

サイトをクラウドサイトに接続する場合は、AWSで Cisco Cloud Network Controllerによって
展開されたクラウドサービスルータに接続するために、オンプレミスの IPsec終端デバイス
を構成して展開する必要もあります。詳細については、「Cisco ACIファブリックをパブリッ
ククラウドに拡張するためのコンポーネント」を参照してください。

次に、これらのコンポーネントの設定と展開のプロセスを支援するドキュメントを示します。

• Cisco ACIマニュアル：『Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）』のマ
ニュアル（『Operating Cisco Application Centric Infrastructure』および『Cisco APIC Basic
Configuration Guide』など）で入手できます。

• Nexus Dashboardのマニュアル：Nexus Dashboardのマニュアルで入手できます。Multi-Site
Orchestrator設置およびアップグレードガイドなどがあります。

• Cisco Catalyst 8000v Edgeソフトウェア：Cisco Catalyst 8000v Edgeソフトウェアのマニュア
ルで入手できます。https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/catalyst-8000v-edge-software/
series.html
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オンプレミス設定情報の収集

Cisco Cloud Network Controllerのクラウドサイト間接続のみを設定する場合は、このセクショ
ンの情報を収集する必要はありません。

（注）

次のリストを使用して、 Cisco Cloud Network Controllerをセットアップするためにこれらの手
順全体で必要なオンプレミスの設定情報を収集し、記録します。

入力する値必要なオンプレミス情報

オンプレミスの IPsecデバイスのパブリック
IPアドレス

IPsec終端デバイスからCSRへのOSPFエリア

オンプレミス APIC IPアドレス

Cisco Cloud Network Controller IPアドレス

サイト、リージョン、および CCRの数の制限について
このドキュメントでは、サイト、リージョン、および CCRのさまざまな設定を決定するよう
求められます。次に、それぞれの設定を決定する際に留意すべき制限事項のリストを示しま

す。

サイト

Cisco Cloud Network Controllerを使用できるサイトの合計数は、セットアップする構成のタイ
プによって異なります。

•オンプレミスの ACIサイト間構成（AWSまたは Azure）：Multi-Siteマルチクラウド展開
は、1つまたは 2つのクラウドサイト（AWSまたは Azure）と最大 1つまたは 2つのオン
プレミスサイトの任意の組み合わせをサポートします。合計のサイト数は 4つになりま
す。接続オプションは次のとおりです。

• Hybrid-Cloud：オンプレミスから単一のクラウドサイトへの接続

• Hybrid Multi-Cloud：オンプレミスから複数のクラウドサイトへの接続

•マルチクラウド：クラウドサイト間接続（AWSまたは Azure）：マルチサイトマルチク
ラウド展開は次の組み合わせをサポートします。

• EVPN展開モードの 2つのクラウドサイト（AWSと Azureのみ）

• BGP IPv4展開モードの 3つのクラウドサイト（AWS、Azure、Google Cloud）
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Google Cloudから Google Cloudへの接続は、BGP IPv4または BGP EVPNのいずれでもま
だサポートされていません。

•クラウドファースト：単一クラウド構成：マルチサイトマルチクラウド展開は、単一の
クラウドサイト（AWS、Azureまたは GCP）をサポートします。

地域

サポートされるリージョンの制限は次のとおりです。

• AWSおよびAzureクラウドで 16のリージョンを管理できます。16のリージョンのうち、
4つのリージョンのみが外部接続可能です。16のリージョンすべてをワークロードのデプ
ロイに使用できます。

•すべてのリージョンを Google Cloudで管理できます。ワークロードの展開には 16のリー
ジョンを使用できますが、外部接続に使用できるのは 4つのリージョンのみです。

CCR

一部のリージョン内には一定数の CCRを含めることができますが、次の制限があります。

• VNET間（Azure）、VPC間（AWS）、またはVRF間通信を行うには、少なくとも 1つの
リージョンに CCRを展開する必要があります。

•すべてのリージョンに CCRがある必要はありません。

•接続を有効にするために CCRが展開されているリージョンの場合：

• CCRは、4つの管理対象リージョンすべてに展開できます。

•管理対象リージョンごとに最大 4つの CCRがサポートされ、クラウドサイトごとに
合計 16の CCRがサポートされます。

管理対象リージョンあたりの CCRの数は、AWSと Azureで異な
ります。AWSではリージョンごとに 4つの CCRがサポートされ
（クラウドサイトごとに合計16のCCR）、Azureでは8つのCCR
がサポートされます。（クラウドサイトあたり合計32のCCR）。

（注）

• Cisco Cloud Network Controllerによる Google Cloudでの CCR展開はまだサポートされてい
ません。

Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレスの特定
次の手順では、AWSサイトで Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレスを検索する方法に
ついて説明します。
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ステップ 1 Cisco Cloud Network Controllerインフラテナントの AWSアカウントに移動します。

ステップ 2 画面の上部にある [サービス (Services)]リンクをクリックし、[EC2]リンクをクリックします。

[EC2ダッシュボード (EC2 Dashboard)]画面が表示されます。

ステップ 3 [EC2ダッシュボード (EC2Dashboard)]画面の [リソース (Resources)]領域には、実行中のインスタンスの数
を示すテキストが表示されます (たとえば、 [1つの実行インスタンス (1 Running Instances)])。この実行中
のインスタンスのリンクをクリックします。

[インスタンス (Instances)]画面が表示されます。

ステップ 4 Cisco Cloud Network Controllerインスタンスを選択し、IPv4パブリック IP列に表示されている IPアドレス
をコピーします。

これは、Cisco Cloud Network Controllerへのログインに使用する Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレ
スです。

また、CloudFormationページに戻り、Cisco Cloud Network Controllerの横にあるボックスをク
リックして [出力（Outputs）]タブをクリックすることでも、Cisco Cloud Network Controllerの
IPアドレスを取得できます。Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレスは [値（Value）]列に
表示されます。

（注）

セットアップウィザードを使用した Cisco Cloud Network
Controllerの構成

CiscoCloudNetworkControllerのクラウドインフラストラクチャ構成をセットアップするには、
このトピックの手順に従ってください。Cisco Cloud Network Controllerは、必要なAWSコンス
トラクトと必要な CCRを自動的に展開します。

始める前に

このタスクの前提条件は次のとおりです。

•このセクションのタスクに進む前に、Cisco ACIファブリックをパブリッククラウドに拡
張するための要件に示されている要件を満たしています。

• Cisco Cloud Network Controllerのクラウド形成テンプレート情報の構成に記載されている
手順を正常に完了しました。

ステップ 1 AWSサイトで、Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレスを取得します。

手順については、Cisco Cloud Network Controllerの IPアドレスの特定（3ページ）を参照してくださ
い。
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ステップ 2 ブラウザウィンドウを開き、セキュアバージョンの HTTP（https://）を使用して、URLフィールド
に IPアドレスを貼り付け、Returnを押してこの Cisco Cloud Network Controllerにアクセスします。

たとえば、https://192.168.0.0と入力します。

[リスクを無視して証明書を受け入れる（Ignore Risk and Accept Certificate）]というメッセージが表示
された場合は、証明書を受け入れて続行します。

ステップ 3 Cisco Cloud Network Controllerのログインページに次の情報を入力します。

•ユーザ名：このフィールドにadminと入力します。

• [パスワード（Password）]：手順の [詳細の指定（Specify Details）]ページで指定したパスワードを
入力します。12AWSでの Cisco Cloud Network Controllerの展開

•ドメイン：[ドメイン（Domain）]フィールドが表示された場合は、デフォルトの[ドメイン（Domain）]
エントリをそのままにします。

ステップ 4 ページの下部にある [ログイン]をクリックします。

ログインしようとしたときに、RESTエンドポイントのユーザ認証データストアが初期化され
ていないなどのエラーメッセージが表示された場合は、このファブリックノードのファブ

リックメンバーシップステータスを確認し、数分待ってから数分後に再試行してください。

また、ログインするためにページを更新する必要があります。

（注）

[Cisco Cloud Network Controllerへようこそ（Welcome to Cisco Cloud Network Controller）]セットアップ
ウィザードのページが表示されます。

ステップ 5 [セットアップの開始（Begin Set Up）]をクリックします。

[基本設定（Let's Configure the Basics）]ページが表示され、次の領域が設定されます。

• DNSサーバー

•リージョン管理

•詳細設定

•スマートライセンス

ステップ 6 [DNS Servers]行で、[Edit Configuration]をクリックします。

[DNSと NTPサーバ（DNS and NTP Servers）]ページが表示されます。

ステップ 7 [DNSと NTPサーバ（DNS and NTP Servers）]ページで、必要に応じて DNSサーバと NTPサーバを追
加します。

• DNSサーバはデフォルトですでに設定されています。特定の DNSサーバを使用する場合は、DNS
サーバを追加します。

• NTPサーバはデフォルトでは設定されないため、NTPサーバを設定することを推奨します。NTP
サーバを設定し、DNSサーバを設定しない場合は、7.d（6ページ）に進みます。
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a) 特定のDNSサーバを使用する場合は、[DNSサーバ（DNS Servers）]領域で [+ DNSプロバイダの追
加（+ Add DNS Provider）]をクリックします。

b) DNSサーバの IPアドレスを入力し、必要に応じて [優先DNSプロバイダー（PreferredDNSProvider）]
の横にあるボックスをオンにします。

c) DNSサーバの横にあるチェックマークをクリックし、追加する追加のDNSサーバについて繰り返し
ます。

d) [NTPサーバ（NTP Servers）]領域で、[+プロバイダの追加（+ Add Provider）]をクリックします。

e) NTPサーバのIPアドレスを入力し、必要に応じて[優先NTPプロバイダー（PreferredNTPProvider）]の
横にあるボックスをオンにします。

f) NTPサーバの横にあるチェックマークをクリックし、追加する NTPサーバを繰り返します。

ステップ 8 DNSサーバと NTPサーバの追加が完了したら、[保存して続行（Save and Continue）]をクリックしま
す。

[Let's Configure the Basics]ページが再び表示されます。

ステップ 9 [リージョン管理（Region Management）]行で、[開始（Begin）]をクリックします。

[地域管理（Region Management）]ページが表示されます。

ステップ 10 AWS Transit Gatewayを使用するかどうかを決定します。

Transit Gatewayを使用して、リージョン内およびTGWピアリングがサポートされているリージョン間の
接続に VPNトンネルを使用しないようにします。詳細については、ドキュメント「AWSトランジット

ゲートウェイまたは AWSトランジットゲートウェイコネクトを使用した VPC間の帯域幅の増加」を参
照してください。

AWS Transit Gatewayを使用する場合は、[Transit Gatewayの使用（Use Transit Gateway）]領域で、[有
効（Enable）]の横にあるチェックボックスをクリックします。

ステップ 11 [管理するリージョン（Regions to Manage）]領域で、Cisco Cloud Network Controllerのホームリージョン
が選択されていることを確認します。

2で選択したリージョンがホームリージョンであり、このページですでに選択されている必要がありま
す。AWSでの Cisco Cloud Network Controllerの展開これは、Cisco Cloud Network Controllerが展開される
リージョン（CiscoCloudNetworkControllerによって管理されるリージョン）で、[リージョン（Region）]
列に「Cisco Cloud Network Controller」というテキストが表示されます。

ステップ 12 Cisco Cloud Network Controllerで追加のリージョンを管理します。他のリージョンでVPC間通信と
Hybrid-Cloud、HybridMulti-Cloud、またはMulti-Cloud接続を行うようにCCRを展開する場合は、追加の
リージョンを選択します。

CCRは、Cisco Cloud Network Controllerが展開されているホームリージョンを含む 4つのリージョンを管
理できます。

Cisco Cloud Network Controllerは、複数のクラウドリージョンを単一のサイトとして管理できます。一般
的な設定では、サイトはAPICクラスタで管理できるすべてのものを表します。Cisco ACICisco Cloud
Network Controllerクラスタが 2つのリージョンを管理する場合、これらの 2つのリージョンは Cisco ACI
から単一のサイトと見なされます。
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ステップ 13 リージョンにローカルにクラウドルータを展開するには、そのリージョンの Catalyst 8000Vsチェック
ボックスにチェックマークをつけるためにクリックします。

VPC間通信を行うには、少なくとも 1つのリージョンに Catalyst 8000Vが展開されている必要がありま
す。ただし、このページで複数のリージョンを選択した場合は、選択したすべてのリージョンにCatalyst
8000Vを設定する必要はありません。詳細については、「サイト、リージョン、およびCCRの数の制限
について（2ページ）」を参照してください。

ステップ 14 適切なリージョンをすべて選択したら、ページの下部にある[Next]をクリックします。

[General Connectivity]ページが表示されます。

ステップ 15 [General Connectivity]ページで次の情報を入力します。

•ステップ 10（6ページ）で AWS Transit Gateway Connect機能を有効にした場合、このウィンドウ
で [ハブネットワーク（Hub Network）]フィールドを使用できます。「15.a（7ページ）」に進み
ます。

•ステップ 10（6ページ）で AWS Transit Gateway Connect機能を有効にしていない場合は、15.f
（8ページ）にスキップしてください。

a) [ハブネットワーク（Hub Network）]領域で、[ハブネットワークの追加（Add Hub Network）]
をクリックします。

[ハブネットワークの追加（Add Hub Network）]ウィンドウが表示されます。

b) [名前（Name）]フィールドにハブネットワークの名前を入力します。

c) [BGP Autonomous System Number]フィールドに、AWSでゼロを入力して番号を選択するか、各ハ
ブネットワークの値を 64512〜 65534の範囲で入力し、フィールドの横にあるチェックマークを
クリックします。

独自の BGP自律番号を設定するには、各ハブネットワークに 64512〜 65534の値を入力します。

AWSトランジットゲートウェイのインスタンスごとに異なる番号を使用することをお勧めしま
す。

d) AWS Transit Gateway Connect機能を追う使用する場合は、[TGW Connect]フィールドで[有効化]の
隣のチェックボックスをクリックします。

詳細については、AWSトランジットゲートウェイまたは AWSトランジットゲートウェイコネク

トを使用した VPC間の帯域幅の増加を参照してください。

e) [CIDR]領域で、[Add CIDR]をクリックします。

これは、AWSトランジットゲートウェイ接続 CIDRブロックで、トランジットゲートウェイ側の
接続ピア IPアドレス（GRE外部ピア IPアドレス）として使用されます。

1. [Region]フィールドで、適切な地域を選択します。

2. [CIDR Block Range]フィールドに、中継ゲートウェイ側の接続ピア IPアドレスとして使用さ
れる CIDRブロックを入力します。

3. この CIDRブロックのこれらの値を受け入れるには、チェックマークをクリックします。
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4. AWSトランジットゲートウェイ接続機能を使用するすべての管理対象リージョンに対して、
これらの管理対象リージョンのそれぞれに使用する CIDRブロックを追加します。

f) CCRのサブネットプールを追加するには、[クラウドルータのサブネットプールを追加する（Add
Subnet Pool for Cloud Router）]をクリックし、テキストボックスにサブネットを入力します。

最初の2つのリージョンの最初のサブネットプールが自動的に入力されます。3つ以上のリージョ
ンを選択した場合は、追加の 2つのリージョンのリストにクラウドルータのサブネットを追加す
る必要があります。このサブネットプールのアドレスは、最初の2つのリージョンの後に追加され
た、Cisco Cloud Network Controllerで管理する必要があるリージョンのリージョン間接続に使用さ
れます。これはマスク /24の有効な Ipv4サブネットである必要があります。

Ciscoクラウド Network Controllerの導入時に提供される /24サブネットは、最大 2つの
クラウドサイトに十分です。3つ以上のクラウドサイトを管理する必要がある場合は、
さらにサブネットを追加する必要があります。

（注）

g) [IPSecトンネルサブネットプール（IPSec Tunnel Subnet Pool）]領域で、[IPSecトンネルサブネッ
トツールの追加（Add IPSec Tunnel Subnet Pools）]をクリックします。

[IPSecトンネルサブネットツールの追加（Add IPSec Tunnel Subnet Pools）]ウィンドウが表示さ
れます。

h) 必要に応じて、IPsecトンネルに使用するサブネットプールを入力します。

このサブネットプールは、クラウドルータとブランチオフィスまたは外部ネットワーク上のルー

ターとの間に IPsecトンネルを作成するために使用されます。このサブネットは、外部接続のた
め、IPsecトンネルインターフェイスとクラウドルータのループバックに対処するように使用され
ます。

このエリアの IPsecトンネルに使用するサブネットをさらに追加できます。サブネットがどのトン
ネルでも使用されていない場合は、このエリアのエントリを削除できます。

適切なサブネットプールを入力したら、チェックマークをクリックします。

i) [CCR]エリアでは、 [CCRのBGP自律システム番号（BGP Autonomous System Number for CCRs）]
フィールドに値を入力します。

BGP ASNの範囲は 1〜 65534です。

このフィールドでは、自律システム番号として 64512を使用しないでください。（注）

j) [パブリック IPのCCRインターフェイスへの割り当て（Assign Public IP to CCR Interface）]フィー
ルドで、パブリック IPアドレスを Catalyst 8000Vインターフェイスに割り当てるかどうかを決定
します。

プライベート IPアドレスは、デフォルトでCatalyst 8000Vインターフェイスに割り当てられます。
[パブリック IPの CCRインターフェイスへの割り当て（Assign Public IP to CCR Interface）]オプ
ションは、パブリック IPアドレスを Catalyst 8000Vインターフェイスにも割り当てるかどうかを
決定します。

デフォルトでは、この [有効]チェックボックスはオンになっています。これは、Catalyst 8000Vに
パブリック IPアドレスを割り当てられることを意味します。

セットアップウィザードを使用した Cisco Cloud Network Controllerの構成
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• [パブリック（public）] IPアドレスを Catalyst 8000Vに割り当てる場合は、[有効（Enabled）]
の横にあるチェックボックスをオンのままにします。

•プライベート IPアドレスのみをCatalyst 8000Vに割り当てるには、オプションを無効化するた
めに [有効（Enabled）]の横にあるチェックボックスをオフにします。

Catalyst 8000V接続をプライベートからパブリック、またはその逆に変更すると、ネットワークが
中断する可能性があることに注意してください。

Catalyst 8000Vに割り当てられたパブリック IPアドレスとプライベート IPアドレスの
両方が、[クラウドリソース（Cloud Resources）] 領域にルータの他の詳細とともに表
示されます。Catalyst 8000Vにパブリック IPアドレスが割り当てられていない場合は、
プライベート IPアドレスだけが表示されます。

（注）

k) [リージョンあたりのルータ数（Number of Routers Per Region）]フィールドで、各リージョンで
使用する CCRの数を選択します。

リージョンごとのCCRの数の制限の詳細については、サイト、リージョン、およびCCRの数の制
限について（2ページ）を参照してください。

各リージョンで使用されるCCRの数を増減させるためにフィールドの値変更する場合、
またフィールドの値を変更する前にスマートライセンスサーバーの登録が正しく同期

するようオペレーションが完了するまで待ちます。

• CCRの数を減らす場合、フィールドの値をまた変更する前にそれらのCCRが削除
されるまで待ちます。

• CCRの数を増やす場合、フィールドの値をまた変更する前にそれらのCCRが展開
されるまで待ちます。

（注）

l) [ユーザー名（Username）]に、CCRのユーザー名を入力します。
m) [パスワード（Password）]フィールドに CCRのパスワードを入力します。
n) [価格タイプ（PricingType）]フィールドで、2種類のライセンスモデルのいずれかを選択します。

AWSマーケットプレイスでライセンスを使用するには、Catalyst 8000V Cisco DNA
Essentialsと Catalyst 8000V Cisco DNA Advantageの 2つの PAYGオプションがありま
す。Cisco Cloud Network Controllerは、Catalyst 8000V Cisco DNA Advantageを利用しま
す。

（注）

1. BYOL

2. PAYG

[BYOL価格タイプ（BYOL Pricing Type）]の場合、手順は次のとおりです。

1. [ルータのスループット（Throughput of the routers）]フィールドで、CCRのスループットを
選択します。
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Cisco Catalyst 8000Vは、ティアベース（T0/T1/T2/T3）のスループットオプションをサポート
しています。次の表に、Cisco Catalyst 8000V向けのさまざまなルータスループット設定に使
用される AWS EC2インスタンスを示します。

AWS EC2インスタンスCCRスループット

c5.xlargeT0 (最大 15Mのスループット)

c5.xlargeT1 (最大 100Mのスループット)

c5.xlargeT2 (最大 1Gのスループット)

c5.9xlargeT3 (最大 10Gのスループット)

Tier2（T2）は、Cisco Cloud Network Controllerでサポートされるデフォルトのスループットで
す。

このフィールドの値を変更すると、展開されている CCRインスタンスのサイズが変更されま
す。スループットの値を高くすると、導入されるVMのサイズが大きくなります。

将来のある時点でこの値を変更する場合は、CCRを削除してから、この章のプロセ
スを再度繰り返し、同じ [ルータのスループット（Throughput of the routers）]
フィールドで新しい値を選択する必要があります。

（注）

また、CCRのライセンスはこの設定に基づきます。準拠するには、Smartアカウントに同等以
上のライセンスが必要です。詳細については、「AWSパブリッククラウドの要件」を参照し
てください。

クラウドルータは、ルータのスループットまたはログインクレデンシャルを変更す

る前に、すべてのリージョンから展開解除する必要があります。

（注）

2. 必要に応じて、[TCP MSS]フィールドに必要な情報を入力します。

[TCP MSS]オプションを使用すれば TCP最大セグメントサイズ（MSS）を構成できます。こ
の値は、クラウドへのVPNトンネルとオンプレミスサイトまたは他のクラウドサイトへの外
部トンネルを含む、すべてのクラウドルータインターフェイスに適用されます。クラウドへ

のVPNトンネルの場合、クラウドプロバイダーのMSS値がこのフィールドに入力した値よりも
小さい場合は、低い方の値が使用されます。それ以外の場合は、このフィールドに入力した値

が使用されます。

MSS値はTCPトラフィックにのみ影響し、pingトラフィックなどの他のタイプのトラフィック
には影響しません。

3. [ライセンストークン（License Token）]フィールドに、CCRのライセンストークンを入力し
ます。

これは、シスコスマートソフトウェアライセンシングアカウントからの製品インスタンス登録

トークンです。このライセンストークンを取得するには、に移動し、[Smart Software Licensing
Inventory Virtual Account]に移動して、製品インスタンス登録トークンを見つけます。
http://software.cisco.com > >
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プライベート IPアドレスを使用してCCRのスマートライセンスを登録する場合、
パブリック IPアドレスが 15.j（8ページ）の CCRに対して無効になっている場
合、サポートされる唯一のオプションは、AWS Direct ConnectまたはAzure Express
Route to Cisco Smart Software Manager（CSSM）です（[管理用
（Administrative）]> > [スマートライセンス（Smart Licensing）]に移動して使用
可能です）。この場合、AWS Direct Connectまたは Azure Express Routeを介して
CSSMへの到達可能性を提供する必要があります。パブリック IPアドレスが無効
になっている場合、プライベート IPアドレスが使用されているため、パブリック
インターネットは使用できません。したがって、接続にはAWSDirect Connectまた
は Azure Express Routeであるプライベート接続を使用する必要があります。

（注）

[PAYG価格タイプ（PAYG Pricing Type）]の場合、手順は次のとおりです。

1. [VMタイプ（VM Type）]フィールドで、要件に応じて AWS EC2インスタンスの 1つを選択
します。

Cisco Cloud Network Controllerは Cisco Catalyst 8000V仮想ルータを使用し、クラウドネット
ワーキングのニーズに合わせて一定範囲のAWS EC2コンピュートインスタンスをサポートし
ます。以下の表は、AWS上の Cisco Cloud Network Controllerでサポートされているクラウド
インスタンスタイプを示しています。

メモリvCPUの数CCRスループットAWS EC2インスタンス

8 GiB4最大 5ギガビットス
ループット

c5.xlarge

16 GiB8最大 10ギガビットス
ループット

c5.2xlarge

32 GiB16最大 10ギガビットス
ループット

c5.4xlarge

72 GiB36最大 10ギガビットス
ループット

c5.9xlarge

10.5 GiB4最大 25ギガビットス
ループット

c5n.xlarge

21 GiB8最大 25ギガビットス
ループット

c5n.2xlarge

42 GiB16最大 25ギガビットス
ループット

c5n.4xlarge

96 GiB36最大 50ギガビットス
ループット

c5n.9xlarge

このフィールドの値を変更すると、上の表にリストされている CCRの他の要素が変更されま
す。VMサイズの値を大きくすると、スループットが高くなります。
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2. 必要に応じて、[TCP MSS]フィールドに必要な情報を入力します。

[TCP MSS]オプションを使用すれば TCP最大セグメントサイズ（MSS）を構成できます。こ
の値は、クラウドへのVPNトンネルとオンプレミスサイトまたは他のクラウドサイトへの外
部トンネルを含む、すべてのクラウドルータインターフェイスに適用されます。クラウドへ

のVPNトンネルの場合、クラウドプロバイダーのMSS値がこのフィールドに入力した値よりも
小さい場合は、低い方の値が使用されます。それ以外の場合は、このフィールドに入力した値

が使用されます。

MSS値はTCPトラフィックにのみ影響し、pingトラフィックなどの他のタイプのトラフィック
には影響しません。

ユーザは、PAYGを選択する際にライセンストークンを提供する必要はありません。（注）

BYOLでサポートされているすべての機能は、PAYGでサポートされます。（注）

ステップ 16 [保存して続行（Save and Continue）]をクリックします。

[Let's Configure the Basics]ページが再度表示されます。

ステップ 17 [詳細設定（Advanced Settings）]行で、[構成の編集（Edit Configuration）]をクリックします。

[Advanced Settings]ページが表示されます。

ステップ 18 [詳細設定（Advanced Settings）]ページで必要な構成を行います。

• [コントラクトベースのルーティング]コントラクトベースのルーティング設定は、現在の内部VRF
ルートリークポリシーを反映しています。これは、インフラテナントの下のグローバルポリシー

であり、ブールフラグを使用して、コントラクトがルートマップがない場合にルートを駆動できる

かどうかを示します：

•オフ（はいボックスにチェックが入っていない）：デフォルト設定。ルートがコントラクトに
基づいてリークされておらず、代わりにルートマップに基づいてリークされていることを示し

ます。

•オン（On）（はいボックスにチェックが入っている）：ルートマップが存在しない場合に、契
約に基づいてルートが漏洩していることを示します。有効にすると、ルートマップが構成され

ていないときにコントラクトがルーティングを駆動します。ルートマップが存在する場合、ルー

トマップは常にルーティングを駆動します。

• [クラウドネットワークコントローラアクセス権限（Cloud Network Controller Access Privilege）]：
デフォルトで [ルーティングとセキュリティ（Routing & Security）]に設定されています。

アクセスポリシーを変更する場合は、[Ciscoクラウドネットワークコントローラアクセス権限
（Cisco Cloud Network Controller Access Privilege）]フィールドのスクロールダウンメニューをク
リックし、VPC (クラウドコンテキストプロファイル)レベルで適用するアクセスポリシーの 1つ
を選択します。

•ルーティングとセキュリティ：デフォルトのアクセスポリシー。CiscoCloudネットワークコン
トローラにアクセスポリシーを割り当てない場合、Cisco Cloudネットワークコントローラに
は、デフォルトでルーティングとセキュリティのアクセスポリシーが適用されます。
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ルーティングとセキュリティアクセスポリシーを Cisco Cloudネットワークコントローラに割
り当てることは、ルーティングとセキュリティを制御できる完全な権限を持っていることを意

味します。

•ルーティングのみ：ルーティングのみのアクセスポリシーを Cisco Cloudネットワークコント
ローラに割り当てることは、ルーティングポリシーとネットワーク接続のみを制御できること

を意味します。

ステップ 19 [保存して続行（Save and Continue）]をクリックします。

[基本を構成しましょう（Let's Configure the Basics）]ページに戻ります。

ステップ 20 [スマートライセンシング]行で、[登録]をクリックします。

[スマートライセンシング]ページが表示されます。

ステップ 21 [スマートライセンシング]ページに必要な情報を入力します。

Cisco Smart Licensingは、複数のシスコ製品間でソフトウェアライセンスを管理する統合ライセンス管理
システムです。お使いの Cisco Cloud Network Controllerを Cisco Smart Licensingに登録するには、以下の
ようにします。

•製品がインターネットにアクセスできること、またはネットワーク上にインストールされた Smart
Software Managerサテライトにアクセスできることを確認してください。

•スマートアカウントにログインします。

• Smart Software Manager: https://software.cisco.com/

• Smart Software Managerサテライト: https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/
software-manager-satellite.html

•この製品インスタンスで使用するライセンスが含まれている仮想アカウントに移動します。

•製品インスタンスの登録トークン（これによりスマートアカウントを識別）を生成し、そのトーク
ンをコピーするか、または保存します。

スマートソフトウェアライセンシングの詳細については、https://www.cisco.com/go/smartlicensingを参照
してください。

ステップ 22 このページに必要なライセンス情報を入力した場合は、ページの下部にある [登録（Register）]をクリッ
クします。評価モードで続行する場合は、[評価モードで続行（Continue in Evaluation Mode）]をクリッ
クします。

[概要（Summary）]ページが表示されます。

ステップ 23 [Summary]ページで情報を確認し、[Close]をクリックします。

この時点で、Cisco Cloud Network Controllerの内部ネットワーク接続の設定は完了です。
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Cisco Cloud Network Controllerを初めて展開する場合は、このプロセスが正常に完了するまでにかなりの
時間（30分程度）がかかることがあります。

次のタスク

CiscoCloudNetworkControllerサイトとともに追加のサイトを管理するかどうかを決定します。

• Cisco Cloud Network Controllerサイトとともに追加サイト（オンプレミスサイトまたはク
ラウドサイト）をマッピングしている場合、マルチサイトを介した Cisco Cloud Network
Controllerの管理に移動します。

• CiscoCloudNetworkControllerサイトとともに他のサイトを管理していないクラウドファー
スト構成をセットアップする場合は、追加の構成にCiscoCiscoNexusDashboardOrchestrator
を使用する必要はありません。ただし、この場合、CiscoCloudNetworkController GUIで追
加の設定を実行する必要があります。Cisco Cloud Network Controller GUIの [グローバル作
成（Global Create）]オプションを使用して、次のコンポーネントを設定します。

•テナント

•アプリケーションプロファイル

• EPG

詳細については、「Cisco Cloud Network Controller GUIのナビゲート」と「Cisco Cloud
Network Controllerコンポーネントの構成」を参照してください。

Cisco Cloud Network Controllerセットアップウィザードの
構成の確認

このトピックの手順に従って、Cisco Cloud Network Controllerセットアップウィザードに入力
した構成情報が正しく適用されていることを確認します。

Cisco Cloud Network Controllerで、次の設定を確認します。

• [Cloud Resources]で、[Regions]をクリックし、選択したリージョンが[Admin State]列に管理対象として
表示されていることを確認します。

• [Infrastructure]で[Inter-RegionConnectivity]をクリックし、この画面の情報が正しいことを確認します。

• [インフラストラクチャ（Infrastructure）]で、[オンプレミス接続（OnPremisesConnectivity）]をクリッ
クし、この画面の情報が正しいことを確認します。
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• [ダッシュボード (Dashboard)]をクリックし、オンプレミス接続ステータスおよびリージョン間接続ス
テータスボックスの情報を使用してセットアップウィザードとトンネル設定が適切であることを確認

します。

次のタスク

に示す手順を使用して、マルチサイト設定を完了します。マルチサイトを介した Cisco Cloud
Network Controllerの管理
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


